


















































































る立場に立つこ を示すもの して解してみたい。従って「希望是本無所謂有、無所謂無的。 」の箇所 、 「希望とは本来的 『有』であると断定することの出来ぬものであり、他方『無』であると断定することの出来ぬもなのであ 。 」というふうに思い切って訳すことは出来ない ろうか。要するに、この文は希望とはまず理念の次元で存在するものであり、次にこれを現実 次元に具体化させることは個人の主体的な関与を要する うこと、そのような主体 な心組が形成さ て初めて希望は理念の世界に って現実の世界 向けての躍動力を獲得することを言い表そうとして るの はな であろうか。
この文の次に続く、 「這正如地上的路、 」という句は、 「このことはいみじくも地上の道に例えられる、 」という











































いう形式から見て完了の相を有す 仮定 文であると思われる。 也」 を取って訳してみると、 「歩く人が多くなったならば、道が出来上がるであろう。 」とはならないであろうか。丸山訳は「也」を帰結節 かけているように見える。わたくしは条件節にかけ たい。そうすると、こ 箇所は 歩く人が多くな た らば、その場合も
4
道が出来 であろう。 」というような意味にならな であろ か。
これはどういうことであろうか。歩く人が多くなくとも道は出来るということが前提となっている。というの






出来る道である。歩くといってもあてどなく彷徨うのではない。自 或る場所を目指して歩くのである。多くの人が同じ目的地を目指して歩くとき、地 踏み固められて、自ずとそこに道が出来るのである。こ 目的地が希望なのであろうか。希望は多くの人々に抱かれるとき初めて実現への道筋が現われ よう。強いられてではなく、個人が自ら進んで或る目標に向か て荒れ野に踏み入って行くとき そ 歩みは 共同性を帯びたものに って行く。闇黒の絶望的な現実の中 あっ 未来から射し込む希望の光を頼り 前に向かって歩いて行くのである。
為政者は体制を維持するために諸制度を拵える。被支配者と ての民衆は絶対君主の統治に奉仕する制度に縛








































































































































四年余りほぼ毎日のように質屋に通って屈辱の内に得た金銭を手にもってその足で薬屋に行き父親の薬を買って帰る生活をしたようである。少年周樹人としては一家のために何かせずにはおられなかったのではあろう。自らの将来に対して夢と希望を膨らませ人の善意を信じて疑うことを知らないはずの年頃に、容赦なく世の実相を体験させられた樹人少年の小さな胸は押し潰されんばかりであったろうか。そのような折も折に父が他界したのであった。当然ながら質屋通いと薬屋詣でから解放されることが出来 。十六歳と言えば志学の年を過ぎ ばかりで生気まさに充溢せんという 頃である、心は空虚ではなかった 、空白であったはずである。
南京は三国時代には呉の孫権が都を置き建業と呼ばれた由緒ある街として、中国では古い都の一つである。越





























自家撞着の行為となろ 。この問題に関してはすでに先学の高論があろうかと思われる。知識と想像力 欠如したわたくしには魯迅の内面奥深くに入り込みその強靱な思索の道筋を辿ることは不可能 近い。両刀論法 思考を際限なく重ねた後に、或いはその過程で解答を得られぬまま、内側に矛盾を胚胎した状態で抜き差 ならぬ形の受験に追い込まれ であろうか 分 ないという一語に尽きる。
彼は再び南京に戻った後、一八九九年（光緒二五年、明治三二年） 、十九歳の時に江南陸師学堂附設磺務鉄路




















































る。 「標致極了」を「色気云云」と訳すのは大家の公子の用いる語としては似つかわしくないように感ぜられてならない。 「可愛らしい」くらいではどうだろうか。 「小姑娘 と対応させるのである。
この「標致」について『大漢和辞典』巻六は第二の語義を「容貌の美しいこと。みめよい。 」と記し、 『元曲』 『紅




















































































悪感」と呼べるもの のかはわたくしには分からないが、彼らへの気持ちが「実在標致極了」という言葉 凝縮されているのであろう。憫笑の念を抱いてい のであろうか。ただそれは淡泊なものではなく、皮肉の込められた煮えたぎるような強烈なものであったのではないか。
このような清国留学生を目の当たりにした魯迅は新式の洋学を教える南京の 校においても個人の栄達願望に







































たのは中国であった。 その西洋文明の有力な伝達者の重要な部分を形成する主体がキリスト教の宣教師であった彼らはまず に伝道の拠点を置いた。次に国際情勢の変化ととも 日本に 伝道の拠点を築いた。その結果、中国か 日本へという宣教師の人的資源の流れが生じた。そ 典型的人物にヘップバーン（ヘボン） （
H
epburn ）























にないものがあるわけなのだ。東京は南京と同じところもあるが、それだけではなかったということ る。留学生が守旧派、改革派、革命派 どの派閥闘争 捲き込まれて進むべき道を見失う いう五里霧中 状況 置かれていたことを「東京也無非是這様。 」と う文 物語って る ではないか。
しかし旗幟を鮮明にするための条件が整っていなかった。 「大体、留学生一般の思想状況そのものが、まだ極





































































































































































































































































74）魯迅 阿Ｑ正伝・藤野先生』 （駒田信二訳）講談社、一九九八年、 五九頁。
（
75） 『 全集』 （人民文学出版社、一九八七年 第一巻 四 五頁。
（




























86）わたくしは一九七四年、七五年の大学一 二年時に小平の教室で木山英雄先生から中国語を学ぶという学恩に浴した。一年めのテキストは菊田正信・木山英雄・傳田章・戸川芳郎編『中文語法』 （大修館書店、一九七四年）であった。テキストを学び終えると、毛沢東「文芸講話」 「引言」の部分の講読が待っていた。二年めには最初に艾蕪「偷馬賊」という作品を読み、次に周作人の随筆に移った。それらのうちのどれであったか覚え ないが、そこに「其実」という語が出て来た。わたくしは「そのじつ」とそのまま訓読みすると、木山先生は「しかし」と訳すように教えられた。 の 習には倉石武四郎『岩波中国語辞典』を用いていた。当時 ものが見当たらないので、一橋大学図書館所蔵（ 「 橋大学附属図書館小平分館印」の印あり）の一九六三年第一刷の「其実」の項を見ると、 「実際は、本当は。 」 （四四三頁） ある。何故「しかし」となるのかよく分からないまま、こう うことが二 三度 或いはそれ以上あった に思う。愚鈍なわたくしはいつも同じように直された。以後この語に出会うたびに しかし」という訳語が思い浮かぶようになり、現在に至っている。ただ今 らほぼ四十年前のことになる。記憶 誤りがない も言えない。断言を憚 る。今回『中文語法』 、 「文芸講話」 、 「偷馬賊」をいま一度眺めてみたが、 「其実」という話に辿り着かな った。 「偷馬賊」 ついては作者名を思い出せず、忝くも中国社会科学院文学研究所教授趙京華先生から艾蕪であることをご教示していただいた。記し 感謝す
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の「…油光可鑑、宛如小姑娘的髪髻 般、…。 」の部分を想起させる。伊藤漱平訳では「なんとそれが年齢のころ十七、 八のとびきりべっぴん
4
のお嬢さまなので、 はい。頭髪をてかてかに結い上げ、 緋の長上衣に白綾子の裳をつけまして……」 （平






































るところである） 。尚、大貫隆他編『岩波キリスト教辞典』 （二〇〇二年）の中の薛恩峰「中国のキリスト教」 （七四二―七四三頁）と鈴木範久「日本のキリスト教」 （八五三―八五四頁）などの解説が簡にして要を得ており、 大いに参考となった。
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obson ）の『帝國主義論』 （石沢新二訳） （改


























同書の上巻の「子部」には「五、 医家類」の項目（一八二―一八八頁）があり、 晋の王叔和の『脈経』 、 隋の巣元方等の『巣
氏病源』 、北宋の王惟一の『新刊補注銅人
腧
穴針灸図経』 、北宋の寇宗奭の『本草衍義』 、清の亟斎居士の『達生編』 、そし




135） 「幕末期医学書復刻」第Ⅱ期『ホブソン 医学書』全 冊（冬至書房、一九八六年）に解説として附された小冊子の吉田寅『中国医療伝道とホブソン 中国語医学書 （教育出版センター） 第一章「中国医療伝道の開拓」 （三―七頁）に「中国医療伝道会」のことが詳述されている。
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早くはないのである。 」 （前掲『阿Ｑ正伝・藤野先生』 、










乾』 （秋田屋太右衛門、一八五七年） 〔安政四年〕 「序」 、一葉裏（愛知大学豊橋図書館所蔵） 。
追記
本文を書き終えて後、丸山昇訳『阿Ｑ正伝』 新日本出版社、一九七五年） 、増田渉訳『阿Ｑ正伝』 （角川書店、一九六一年








なものだった。 」 （一四九頁） 、 増田訳では「東京はおよそこんなふうであった。 」 （東西、 一六二頁） 、 「東京も
4
別に変わりはなかっ
た。 」 （角川、一四九頁） 、松枝訳では「東京
も4
そんな風でしかなかった。 」 （東西、一三九頁） 、 「東京
も4
たいして変わりばえは
しなかった。 」 （旺文社、 五 となっている。
旺文社文庫の松枝訳には、この箇所について注（１）が付されていて、 「 『藤野先生』の一編は魯迅の自叙伝『朝花夕拾』十


















見てみたい。丸山訳では「じつは地上にはもともと道はない 歩く人が多くな ば、道もできるのだ。 」 （新日本、五八頁） 、増田訳では「実際は地上にはもともと、路と う は を 歩 人が多くなって、そこが路になっ のである。 」 （角川、四七頁） 、松枝訳では「 ともと 道はない。歩く人が多くなれば れが道 なるのだ。 」 （旺文社、五八頁）となっている。丸山訳 学研『魯迅全集』の訳 同じである 増田訳と松枝訳には「也」の訳に該当する部分は見ら ないように思われる。
三〇
（
30）
付記「故郷」の「也」については愛知大学名誉教授保住敏彦先生の提唱によって始められた読書会「土曜会」の第八回二〇一二年秋十月二七日に「 『西国立志篇』を読む」というタイトルでお話をさせていただいたときに着想を得た。保住先生と「土曜会」参加者各位に感謝するものである。
